










まとめ 

1.1 型糖原病の長期予後は一律ではなく,症例により大きく異なる。 

2.GDF は代謝性アシドーシスの緩和と身長発育の促進には有効と思われた。しかし・本法

がすべての 1 型糖原症患者に有効であるかどうかの検討,注入液組成や安全な実施方法の

検討など数多くの問題点が残されている。 

3,したがって,1型糖原病に対するGDF治療の適応については,今後,多くの施設での検討結

果を集積することにより,一応のガイドラインを作る必要があると思われた。 


